
はじめに
オーバートレーニング�)�) 後に頭痛を訴え

た症例を紹介します｡
症 例：男子高校生｡
主訴：頭痛｡
現病歴：朝, 起床後から拍動性頭痛あり,
嘔気あるも昼食は全量摂取｡ その後, 頭痛は
増悪, 夕方に来院｡ 自覚症状は�. 倦怠感,�. 朝起床困難, �. 寝ても寝ても眠い｡
既往歴：�年前に倦怠感, 頭痛で来院, 行
軍血色素尿症と診断｡ ビタミン���(���), 葉
酸 (���) ともに低値｡
運動歴：中学ではバスケットボール部｡ 現
在は部活に所属せず｡
来院時検査成績
末梢血液一般：���(������������������)
は以下｡

生化学：

臨床経過：肝機能を示す���, ���そして���の逸脱酵素の高値は行軍血色素尿症の可
能性かも知れず, 筋肉疲労の有無を知るため��検査を追加依頼した｡ ��：��������と
高値｡ �年前低値を示した ビタミン���：��������(基準値���～���) , も低値｡
改めて, 問診すると�日前にジムで�から�時
間のトレーニング, �日前に腕立て伏せを���
回, 昨日は体育の授業でシャトルラン�)とバ
スケットボールで計�時間ほどの運動歴あり｡

検査診断：�.問診と��高値から ｢オーバー
トレーニング症候群｣, �. ｢オーバートレー
ニング｣ 後のビタミン���低値 (���)｡
血液生化学ではγ����が正常範囲である
事から,���増加は肝機能異常ではなく, 運動
後の溶血によるものと考えられます｡ 赤血球
が運動により破壊される行軍血色素尿症では
溶血により���が���よりも高値となります｡
血球内の���濃度は血清中と比較して��倍の
高濃度, ���のそれは��倍です｡ ���も溶血
で血清中へ逸脱し高値となります｡ したがっ
て, ��高値と既往歴から上記症候群と診断｡
考 案：オーバートレーニング症候群は広
く新聞�) などでも紹介されています｡ 主な症
状は身体症状が頭痛・発熱・めまい・たちく
らみ・疲労感・原因不明の競技力低下, 精神
症状では抑うつ状態・集中力低下・情緒不安
定そして不眠または眠くてたまらないなどで
す｡ 日本陸連�) の全国調査 (����年, ����年)
では若年競技者 (全国駅伝選手) の����％に
オーバートレーニングの症状を認め, その中
で治療を受けたのは����％でした｡ その治療
は本格的な練習を避ける, 軽い運動は継続す
るなど休養をとる事です｡ 治療につながらな
い理由は ｢ケガでもないから｣ という選手や
チーム関係者の意向によるとされます｡
コロナ対策でストレスの多いこの頃です｡
しっかり,栄養バランスをとりましょう(図�)｡
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